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毛嚢細菌叢の恒常性の維持と
その破綻による炎症性毛嚢破壊

Regulation of the follicular microbiome and its alteration 
during inflammatory destruction of the hair follicles
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皮膚には多くの組織在住型の免疫細胞が存在し、生理的
もしくは病的な炎症を担う。毛嚢は、ケモカインやサイ
トカインを産生することで皮膚在住型免疫細胞の配置や
維持に重要な役割を果たすことが確立されてきた。しか
し、この免疫–毛嚢クロストークには不明なことも多く、
より理解を深めることで、炎症性皮膚疾患（特に脱毛
症）の病態解明に貢献しうる。また、宿主とマイクロバ
イオームの共生メカニズムの破綻は病的な皮膚の炎症を
引き起こすことも分かってきた。我々は、瘢痕性脱毛モ
デルや、免疫不全マウスモデルを用い、シングルセル
RNA解析等を利用して多角的に宿主とマイクロバイオー
ムの共生メカニズムを追求している。
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